
 

 



 

 

～講評～ 

大問１ 力学 

見慣れた運動方程式の問題なので、落ち着いて文字に注意してひとつずつ解くこと。（１０）は時間的に不可能。 

大問２ 波動 

前半は易しめ。後半は反射波から定常波を考えるタイプで定番だが、位相に苦しめられた受験生も多いのでは。 

大問３ 電磁気 

これも定番の直流回路。文字が複雑なため、計算ミスを誘発。大問１と同様に、落ち着いて解かないと危険。 

 

例年通り大問３つで、分野も力学・波動・電磁気だった（年度によっては、力学・熱・電磁気）。完答は難しいと

はいえ、見慣れた問題。 

全体としては、大問１の最後と大問２のⅡがやや難しい。合格ラインとしては、75%は欲しいところ。 

 

 


